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1 まえがき 
本資料は，66～154 kV CV ケーブルのプーリングアイ及び端末キャップの構造例などについてまとめたもの

である。 

 

2 プーリングアイの概要 
プーリングアイは，ケーブル布設の際にケーブル引き入れを容易にするために導体に取り付ける治具であ

る。主にドラムに巻かれたケーブルの巻き終わり先端部に取り付けられるが，布設ルートによっては，ケーブ

ルの両端に取り付けられることもある。 

管路布設の場合は，試験棒通しの前にワイヤーブラシ，ウエスによる管路内の清掃を行うとともに，プーリ

ングアイの寸法についても注意が必要である。 

 

3 管路布設における注意点 

3.1 ジャムレシオ 

単心ケーブルの場合は，延線中に管路内で 3 本のケーブルが 1 列に並びケーブル相互が圧縮され，引き入れ

が不可能となる場合がある。これを回避するためには，管路内径とケーブル外径の比がジャムレシオ（2.85～

3.15）とならないように考慮する必要がある。 

 

 

 

 

 

図 1－ジャムレシオ 

 

3.2 プーリングアイの寸法 

プーリングアイの寸法は，管路の直線部及び曲がり部の条件に応じてそれぞれ検討する必要がある。 

管路の直線部においては，プーリングアイの公差を考慮した最大外径が，図 2 に示す式を満たすようにする

必要がある。なお，防水処理部がプーリングアイの外径以上となる場合もあるため，この点にも注意する必要

がある。 

 

 

 

 

 

図 2－管路直線部における検討 

 

 

管路の曲がり部においては，プーリングアイの通過可否を図 3 に示す式によって検討する必要がある。 

 

  

D PE 
D≧PE＋10mm 
D：管路内径（mm） 
PE：プーリングアイ最大外径（mm） 
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ジャムレシオ：2.85＜D/d＜ 3.15 
D：管路内径（mm） 
d：ケーブル最大外径（mm） 




